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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】内視鏡用光学アダプタを装着することによっ
て、表示装置の画面上に適正な明るさに調整された直視
内視鏡画像と側視内視鏡画像とを表示させる内視鏡装置
を提供すること。
【解決手段】先端光学アダプタ９にはアダプタ側ライト
ガイド８０が備えられている。アダプタ側ライトガイド
８０の先端側は、直視ライトガイド４２と側視ライトガ
イド６２とに分かれている。アダプタ側ライトガイド８
０の基端面はライトガイド２１の先端面に対向してい
る。アダプタ側ライトガイド８０を分割してライトガイ
ド４２、６２を構成するとき、観察対象部位までの距離
の違いを基に、破線８１に示す割合で、直視ライトガイ
ド４２のライトガイドファイバ本数と、側視ライトガイ
ド６２のライトガイドファイバ本数とを分割する。つま
り、直視ライトガイド４２及び側視ライトガイド６２の
ライトガイドファイバ本数の割合を変えて出射光量を変
化させている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子を有する内視鏡と、この内視鏡
の先端部に着脱自在で直視照明光学系及び直視対物光学
系、側視照明光学系及び側視対物光学系を有する内視鏡
用光学アダプタと、この内視鏡用光学アダプタを通して
前記撮像素子で撮像され、画像処理された直視内視鏡画
像及び側視内視鏡画像が同時に表示される表示装置とを
具備する内視鏡装置において、
前記内視鏡用光学アダプタに、前記表示装置に表示され
る直視内視鏡画像と側視内視鏡画像との表示明るさを適
性に調整する明るさ調整手段を設けたことを特徴とする
内視鏡装置。
【請求項２】  前記明るさ調整手段は、前記直視照明光
学系及び側視照明光学のそれぞれの照明レンズから出射
される出射光量を適正化する出射光量調整手段であるこ
とを特徴とする請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項３】  前記明るさ調整手段は、前記撮像素子に
入射する入射光量を適正化する、前記直視対物光学系及
び側視対物光学系に設けた入射光量調整手段であること
を特徴とする請求項１記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡と、この内
視鏡に着脱自在で接続されて直視及び側視の２つの視野
方向を観察可能にする内視鏡用光学アダプタとを備えた
内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、体腔内に細長の挿入部を挿入する
ことにより体腔内臓器を観察したり、必要に応じて処置
具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各種治療ので
きる内視鏡が広く用いられている。また、工業用分野に
おいても、ボイラ、タービン、エンジン、化学プラント
等の内部の傷、腐食等の観察、検査に工業用内視鏡が広
く用いられている。
【０００３】前記内視鏡には挿入部の先端部にＣＣＤな
どの撮像素子を内蔵し、この撮像素子に結像した光学像
を、表示装置の画面上に表示させて観察を行えるように
した電子内視鏡（以下、内視鏡と略記する）がある。
【０００４】前記内視鏡を用いて例えば、体腔壁の病変
部位或いはパイプ内壁の傷の有無などを診断或いは検査
する場合、１つの視野方向を有する内視鏡よりも、複数
の視野方向を有する、異なる方向の観察を一度に行える
内視鏡があると便利である。この構成の内視鏡によれ
ば、直視方向の画像でまず大まかに壁面の観察を行い、
傷などの可能性のある部分を発見したなら、その部位を
側視方向の画像で詳細に観察を行うことにより、短時間
で広範な検査を行える。
【０００５】そのため、例えば特開平９－１０１４６５
号公報等には直視光学系及び側視光学系を有する内視鏡
用光学アダプタが開示されており、この内視鏡用光学ア
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ダプタを前記電子内視鏡に装着することによって、表示
装置の画面上に直視内視鏡画像と側視内視鏡画像とを表
示させて両画像の観察を同時に行える。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記内
視鏡用光学アダプタを装着した内視鏡で例えばパイプ内
壁を観察する場合、直視照明光学系から出射される照明
光が直視用照明レンズから距離の離れたパイプ前方空間
を照らすのに対し、側視照明光学系から出射される照明
光が側視用照明レンズから余り距離の離れていないパイ
プ内壁を照らすため、直視内視鏡画像に比べて側視内視
鏡画像が白飛びしてしまう。言い換えれば、側視内視鏡
画像の画像の明るさが直視内視鏡画像の明るさに比べて
明るすぎる（適性でない）ため、直視内視鏡画像と側視
内視鏡画像との観察を同時に行えないという不具合があ
った。
【０００７】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、内視鏡用光学アダプタを装着することによって、
表示装置の画面上に適正な明るさに調整された直視内視
鏡画像と側視内視鏡画像とを表示させて、両画像の観察
を同時に行える内視鏡装置を提供することを目的にして
いる。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置は、
撮像素子を有する内視鏡と、この内視鏡の先端部に着脱
自在で直視照明光学系及び直視対物光学系、側視照明光
学系及び側視対物光学系を有する内視鏡用光学アダプタ
と、この内視鏡用光学アダプタを通して前記撮像素子で
撮像され、画像処理された直視内視鏡画像及び側視内視
鏡画像が同時に表示される表示装置とを具備する内視鏡
装置であって、前記内視鏡用光学アダプタに、前記表示
装置に表示される直視内視鏡画像と側視内視鏡画像との
表示明るさを適性に調整する明るさ調整手段を設けてい
る。
【０００９】そして、前記明るさ調整手段は、前記直視
照明光学系及び側視照明光学のそれぞれの照明レンズか
ら出射される出射光量を適正化する出射光量調整手段、
又は前記撮像素子に入射する入射光量を適正化する、前
記直視対物光学系及び側視対物光学系に設けた入射光量
調整手段である。
【００１０】このような構成によれば、内視鏡用光学ア
ダプタを内視鏡先端部に装着することにより、それぞれ
の照明窓からそれぞれの観察部位に向けて適正化された
照明が出射されて、表示装置の画面上に明るさが適正な
直視内視鏡画像と側視内視鏡画像とが表示される。又
は、内視鏡用光学アダプタを内視鏡先端部に装着するこ
とにより、それぞれの観察部位で反射した反射光が適正
化されて撮像素子に入射し、表示装置の画面上に明るさ
が適正な直視内視鏡画像と側視内視鏡画像とが表示され
る。
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【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を具体的に説明する。図１ないし図１１は本発
明の一実施形態に係り、図１は内視鏡装置の構成を説明
する外観図、図２は内視鏡用光学アダプタ及び先端部本
体の構成を説明するものであり、特に直視対物光学系及
び側視対物光学系の構成を示す断面図、図３は内視鏡用
光学アダプタ及び先端部本体の構成を説明するものであ
り、特に直照明光学系及び直視対物光学系の構成を示す
断面図、図４は内視鏡用光学アダプタ及び先端部本体の
構成を説明するものであり、特に側視明光学系及び側視
対物光学系の構成を示す断面図、図５は図４のＡ－Ａ線
断面図、図６は図４のＢ－Ｂ線断面図、図７は図４のＣ
－Ｃ線断面図、図８はライトガイドファイバ本数の割合
を設定するに当たっての直視用照明レンズから出射され
る照明光の照明範囲と、側視用照明レンズから出射され
る照明光の照明範囲を説明する図、図９は表示装置の表
示例を説明する図、図１０は出射光量調整手段の他の構
成を説明する図、図１１は明るさ調整手段の別の構成を
説明する図である。
【００１２】なお、図１０（ａ）は照明レンズの透過率
を変化させて直視用照明レンズから出射される照明光の
出射光量と側視用照明レンズから出射される照明光の出
射光量とを変化させる構成を示す図、図１０（ｂ）は照
明レンズの曲率半径を変化させて直視用照明レンズから
出射される照明光の出射光量と側視用照明レンズから出
射される照明光の出射光量とを変化させる構成を示す図
である。
【００１３】図１に示すように本実施形態の内視鏡装置
１は、柔軟性を有する細長の挿入部２ａを備えた工業用
内視鏡（以下、内視鏡と略記する）２と、この内視鏡２
の前記挿入部２ａを外周面部３ａに巻き取るドラム部３
と、このドラム部３を回動自在な状態で保持するフレー
ム部４と、このフレーム部４の上端に設けられ、各種ス
イッチ及びコネクタ類や給排気用ダクトを配置したフロ
ントパネル５と、このフロントパネル５にケーブル６ｃ
を介して着脱自在に接続される後述する湾曲部を湾曲さ
せる際に操作する湾曲レバー６ａや電源ＯＮボタン６ｂ
等の各種スイッチを設けたリモートコントローラ（以下
リモコン）６と、伸縮式のポールに回動自在に支持され
た表示装置であるモニタ７と、収納される機器に加わる
衝撃力を抑える緩衝材等を備えた収納ケース８と、前記
フロントパネル５に接続され、商用電源を供給可能なＡ
Ｃケーブル５ａと、前記内視鏡２の挿入部２ａ先端部に
着脱自在に装着されて視野方向、視野角を変換したり、
或いは２つの視野方向を観察可能にする、光学特性を変
換する内視鏡用光学アダプタ（以下、先端光学アダプタ
と略記する）９とで主に構成されている。
【００１４】なお、前記収納ケース８は、ケース本体を
形成する箱体８ａと、この箱体８ａの開口を塞ぐ蓋体８
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ｂとで構成されている。また、本実施形態の先端光学ア
ダプタ９は、直視方向及び側視方向の２つの視野方向を
観察可能にするものである。
【００１５】前記内視鏡２の挿入部２ａは、前記フロン
トパネル５から座屈防止用のゴム部材５ｂを介して延出
している。この挿入部２ａは、先端側から順に先端部で
ある硬性の先端部本体１１、この先端部本体１１を所望
の方向に向ける湾曲自在な構成の湾曲部１２、細長で柔
軟性を有する可撓管部１３を連設して構成されている。
【００１６】前記ドラム部３の空間内部には、前記内視
鏡２の照明光伝送手段であるライトガイド（後述する符
号２１）に照明光を供給する光源部１４と、前記内視鏡
挿入部２ａの先端部本体１１に設けた後述する撮像素子
（後述する符号２４）に対する信号処理を行うＣＣＵ１
５と、前記内視鏡挿入部２ａの湾曲部１２を電動で湾曲
駆動させる駆動機構を備えた電動湾曲装置１６と、前記
リモコン６からの操作指示信号に基づき、前記電動湾曲
装置１６を駆動制御して前記湾曲部１２の湾曲状態を制
御する電動湾曲回路部１７等が収納されている。
【００１７】前記先端光学アダプタ９には直視方向を照
らす照明光を出射する直視用照明レンズ４１及び直視方
向の観察部位の光学像を撮らえる直視用対物レンズ５１
と、側視方向を照らす照明光を出射する側視用照明レン
ズ６１及び側視方向の観察部位の光学像を撮らえる側視
用対物レンズ７１とが配置されており、基端部に設けた
回動自在な止めネジ９９によって前記先端部本体１１に
着脱自在に取り付けられる構成になっている。
【００１８】ここで、先端光学アダプタ９が取り付けら
れる内視鏡２の先端部本体１１の構成を説明する。図２
ないし図４に示すように前記内視鏡２の挿入部２ａ内に
は照明光を伝送するライトガイド２１が挿通配置されて
おり、このライトガイド２１の先端部は前記先端部本体
１１の所定の位置に配置され、基端部は前記光源部１４
に固定されている。
【００１９】前記先端部本体１１には前記ライトガイド
２１に隣接する撮像ユニット２２が設けられている。こ
の撮像ユニット２２を構成する対物光学系２３の結像位
置には固体撮像素子として例えば電荷結合素子（以下、
ＣＣＤと略記する）２４が配置されており、このＣＣＤ
２４から延出する図示しない信号線は前記ドラム部３内
の前記ＣＣＵ１５に接続されている。このＣＣＵ１５
は、前記ＣＣＤ２４で光電変換された画像信号から標準
的な映像信号を生成してモニタ７に出力する。このこと
によって、モニタ７の画面上にＣＣＤ２４に結像した観
察部位の内視鏡画像が表示されるようになっている。
【００２０】次に、先端部本体１１に着脱自在な先端光
学アダプタ９の構成を説明する。図２ないし図４に示す
ように先端光学アダプタ９は、アダプタ本体部９１とカ
バー部９２とで主に構成され、例えばビス９３によって
カバー部９２とアダプタ本体部９１とが一体に構成され
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ている。なお、前記カバー部９２は、前カバー９２ｆと
後カバー９２ｂとで構成されており、例えば接着によっ
て水密に一体的に固定されている。
【００２１】本実施形態の先端光学アダプタ９には、前
記先端部本体１１に内蔵されている１つのＣＣＤ２４の
撮像面に対して２つの観察部位の光学像を結像させるた
め、内視鏡２の長手軸方向と平行な前方方向の観察に対
応する直視照明光学系４０及び直視対物光学系５０と、
前記軸方向に対して直交する方向の観察に対応する側視
照明光学系６０及び側視対物光学系７０とが設けてあ
る。
【００２２】まず、対物光学系５０，７０の構成を説明
する。前記直視対物光学系５０は、前記直視用対物レン
ズ５１と、第１ロットレンズ５２と、この第１ロットレ
ンズ５２より細径な２本の第２ロットレンズ５３、５３
と、この第２ロットレンズ５３間に配置されるフレア絞
り５４と、複数の光学レンズ５５，…、５５を配置して
構成したリレーレンズ群５６とで構成されている。一
方、前記側視対物光学系７０は、前記側視用対物レンズ
７１と、第１プリズム７２ａ及び第２プリズム７２ｂ
と、前記リレーレンズ群５６とで構成されている。
【００２３】したがって、前記直視用対物レンズ５１を
介して入射した観察像は、第１ロットレンズ５２、第２
ロットレンズ５３、フレア絞り５４、第２ロットレンズ
５３、前記リレーレンズ群５６及び前記内視鏡２の対物
光学系２３を通して前記ＣＣＤ２４の撮像面所定位置に
直視光学像として結像する。一方、前記側視用対物レン
ズ７１を介して入射した感撮像は、第１プリズム７２
ａ、第２プリズム７２ｂ、前記リレーレンズ群５６及び
前記内視鏡２の対物光学系２３を通して前記ＣＣＤ２４
の撮像面所定位置に側視光学像として結像する。そし
て、ＣＣＤ２４に結像した直視光学像及び側視光学像
は、電気信号に変換された後ＣＣＵ１５で映像信号に生
成されて、モニタ７の画面上に直視内視鏡画像と側視内
視鏡画像とが同時に表示される。
【００２４】なお、前記リレーレンズ群５６を構成する
基端カバーレンズ５５ｅは、先端光学アダプタ９内の水
密を図るため、他の光学レンズ５５，…，５５に比べて
大径に形成してある。
【００２５】また、前記直視対物光学系５０を構成する
第１のロットレンズ５２及び第２のロットレンズ５３は
周辺光量をできるだけ多く確保するため径寸法を大径に
形成する構成が望ましいが、配置スペース等が限られる
場合には図に示すように第２ロットレンズ５３の径寸法
を第１のロットレンズ５２の径寸法より小さく設定す
る。
【００２６】さらに、第２のロットレンズ５３を同形状
に形成し、これら第２ロットレンズ５３どうしの間に所
定形状のフレア絞り５４を配置する構成にしたことによ
って、ロッドレンズ内面で反射した光によるフレアの発
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生を防止するとともに、誤組立てを防止している。
【００２７】次に、照明光学系４０、６０の構成を説明
する。本実施形態の照明光学系４０、６０には明るさ調
整手段となる出射光量調整手段を設けている。
【００２８】前記直視照明光学系４０は、前記直視用照
明レンズ４１と、この直視用照明レンズ４１の基端面に
臨まれる出射光量調整手段となる直視ライトガイド４２
とで構成されている。この直視ライトガイド４２の基端
面は、前記ライトガイド２１の先端面に臨まれている。
【００２９】一方、側視照明光学系６０は、前記側視用
照明レンズ６１と、この側視用照明レンズ６１の基端面
に臨まれる出射光量調整手段となる側視ライトガイド６
２とで構成されている。この側視ライトガイド６２は、
中途部に折曲部６３が形成されており、この側視ライト
ガイド６２の基端面は前記ライトガイド２１の先端面に
臨まれている。
【００３０】つまり、前記ライトガイド２１の先端面に
は、前記直視ライトガイド４２及び前記側視ライトガイ
ド６２の基端面がそれぞれ対向した位置関係で配置され
ていることになる。
【００３１】ここで、図５ないし図７を参照して直視ラ
イトガイド４２と側視ライトガイド６２との関係を説明
する。図５に示すように本実施形態の先端光学アダプタ
９にはアダプタ側ライトガイド８０が備えられている。
そして、このアダプタ側ライトガイド８０の一端部側
（先端側）を２つに分割して、前記直視ライトガイド４
２と前記側視ライトガイド６２とを設けている。つま
り、前記直視ライトガイド４２と側視ライトガイド６２
との基端側をひとまとめにしたアダプタ側ライトガイド
８０の基端面が前記ライトガイド２１の先端面に対向し
ている。
【００３２】前記アダプタ側ライトガイド８０を分割し
て前記直視ライトガイド４２と、側視ライトガイド６２
とを構成するとき、図の破線８１に示すように、直視ラ
イトガイド４２のライトガイドファイバ本数と、側視ラ
イトガイド６２のライトガイドファイバ本数とを、観察
対象部位までの距離の違いを基にして、例えば７：３
や、６：４、或いは５．５：４．５等の割合で分割す
る。つまり、直視ライトガイド４２及び側視ライトガイ
ド６２のライトガイドファイバ本数の割合を変えること
によって出射光量を変化させるようにしている。
【００３３】そして、所定の割合に分割されたライトガ
イドファイバは、図６に示すようにひとまとめにして、
径寸法の異なる直視ライトガイド４２及び側視ライトガ
イド６２として構成し、図７に示すように直視ライトガ
イド４２を前記直視用照明レンズ４１に導き、側視ライ
トガイド６２は折曲部６３を形成した後、前記側視用照
明レンズ６１に導いて構成される。
【００３４】前記直視ライトガイド４２及び前記側視ラ
イトガイド６２、それぞれのライトガイドファイバ本数
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7
の割合を設定する際、モニタ７の画面に表示された直視
内視鏡画像の明るさと、側視内視鏡画像の明るさとが共
に観察するのに適正な明るさになるように設定する。
【００３５】その際、図８に示すように直視用照明レン
ズ４１から遠方に向かって出射される出射光量に比べ
て、側視用照明レンズ６１から出射されて実線に示すよ
うに近くに位置する壁面８８に向かって照射される出射
光量が暗めになるように、直視ライトガイド４２のライ
トガイドファイバ本数と側視ライトガイド６２のライト
ガイドファイバ本数との割合を、例えば７：３に設定す
る。このことによって、前記直視用照明レンズ４１から
出射される出射光量が、側視用照明レンズ６１から出射
される出射光量より明るくなる。
【００３６】したがって、直視用照明レンズ４１から出
射された照明光によって照らされた遠方と、側視用照明
レンズ６１から出射された照明光によって照らされた近
くの壁面８８との明るさが略同じ明るさに調整される。
【００３７】なお、一点鎖線に示す壁面８８ａや、二点
鎖線に示す壁面８８ｂのように、側視用照明レンズ６１
から壁面８８ａ、８８ｂまでの距離が異なる使用条件の
ときには、それぞれのパイプ径に対応するように、直視
ライトガイド４２のライトガイドファイバ本数（Ｎｄ）
と、側視ライトガイド６２のライトガイドファイバ本数
（Ｎｓ）との割合を、６：４、或いは５．５：４．５等
のように、
Ｎｄ≧Ｎｓ
の関係となるように調整設定する。
【００３８】なお、符号９４は前カバー９２ｆに設けた
ライトガイド配設用凹部であり、このライトガイド配設
用凹部９４を形成することによって、ライトガイドファ
イバ本数を減らすことなく、十分な明るさを確保する直
視ライトガイド４２の配設を可能にしている。
【００３９】また、前記カバー９２を、前カバー９２ｆ
と、アダプタ本体９１に一体固定される後カバー９２ｂ
とで別体に構成したことによって、先端光学アダプタ９
の水密状態の構成を容易に確保して前記ライトガイド配
設用凹部９４を設けることができる。さらに、符号５９
は一部が欠けた形状のレンズ枠であり、隣り合う位置に
配置される側視ライトガイド６２を伝送する照明光の漏
れ光が直視対物光学系５０に入射することを防止するよ
うに配置されている。又、符号９５は後カバー９２ｂの
先端部に設けたアダプタ本体９１との回動を防止する回
り止め用平面である。
【００４０】上述のように構成した先端光学アダプタ９
の作用を説明する。まず、挿入部２ａの径寸法と、観察
対象であるパイプの内径寸法とを考慮して先端部本体１
１に取り付ける先端光学アダプタ９を選択し、その先端
光学アダプタ９を先端部本体１１に装着する。
【００４１】次に、照明光を内視鏡２に供給し、先端光
学アダプタ９を装着した挿入部２ａをパイプ内に挿入し
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ていく。すると、先端光学アダプタ９の直視用照明レン
ズ４１及び側視用照明レンズ６１を通して出射光量の異
なる所定の明るさの照明光がそれぞれの観察部位に向か
って出射されていく。
【００４２】このことによって、図９に示すようにモニ
タ７の画面上には直視用対物レンズ５１を通して前記Ｃ
ＣＤ２４で撮像されたパイプ前方側を表す直視内視鏡画
像７ａと、側視用対物レンズ７１を通して前記ＣＣＤ２
４で撮像されたパイプ壁面８８を表す側視内視鏡画像７
ｂとがそれぞれ適正な明るさで表示される。このことに
よって、モニタ７の画面上の、明るさが最適な直視内視
鏡画像７ａと側視内視鏡画像７ｂとの同時観察を行え
る。
【００４３】このように、モニタの画面上に表示される
直視内視鏡画像と側視内視鏡画像との明るさを適正な明
るさに調整する明るさ調整手段を光量調整手段とし、そ
の光量調整手段を先端光学アダプタ内でそれぞれの照明
レンズに向けて照明光を導くライトガイドとし、直視用
ライトガイドのライトガイドファイバ本数（Ｎｄ）と側
視用ライトガイドのライトガイドファイバ本数（Ｎｓ）
との割合を、Ｎｄ≧Ｎｓの関係に設定したことによっ
て、直視用照明レンズから出射される出射光量と、側視
用照明レンズから出射される出射光量とを観察に最適な
状態に調整することができる。このことによって、表示
装置に明るさが適正な直視内視鏡画像と側視内視鏡画像
とが表示されて、同時観察を行える。
【００４４】なお、直視照明光学系４０のライトガイド
ファイバ本数（Ｎｄ）と、側視照明光学系６０のライト
ガイドファイバ本数（Ｎｓ）との間に  Ｎｄ≧Ｎｓ  の
関係を設定して直視用照明レンズ４１から出射される照
明光の出射光量と側視用照明レンズ６１から出射される
照明光の出射光量とを変化させる出射光量調整手段にす
る代わりに、図１０（ａ）に示すように直視照明光学系
４０を構成する直視用照明レンズ４１Ａの透過率（Ｔ
ｄ）と、側視照明光学系６０を構成する側視用照明レン
ズ６１Ａの透過率（Ｔｓ）との間に、  Ｔｄ≧Ｔｓ  の
関係を設定して直視用照明レンズ４１Ａから出射される
照明光の出射光量と側視用照明レンズ６１Ａから出射さ
れる照明光の出射光量とを変化させる出射光量調整手段
にしてもよい。つまり、側視用照明レンズ６１Ａを、透
過率の低い例えば内側面に荒らし部６５を設けたすりガ
ラス等にする。このことによって、側視用照明レンズ６
１Ａから出射される照明光の光量が減じられて上述と同
様の作用及び効果を得ることができる。
【００４５】また、直視照明光学系４０を構成する直視
用照明レンズ４１Ｂの曲率（Ｒｄ）と、側視照明光学系
６０を構成する側視用照明レンズ６１Ｂの曲率半径（Ｒ
ｓ）との間に、  Ｒｓ≧Ｒｄ  の関係を設定して直視用
照明レンズ４１Ｂから出射される照明光の出射光量と側
視用照明レンズ６１Ｂから出射される照明光の出射光量
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9
とを変化させるようにして出射光量調整手段にしてもよ
い。つまり、側視用照明レンズ６１Ｂの曲率半径を直視
用照明レンズ４１Ｂの曲率半径よりも大きく設定するこ
とによって、側視用照明レンズ６１Ｂから照明光が拡散
されて出射されることによって、上述と同様の作用及び
効果を得ることができる。
【００４６】さらに、ライトガイドファイバ本数や、照
明レンズ４１Ａ、６１Ａの透過率、或いは照明レンズ４
１Ｂ、６１Ｂの曲率半径等、照明光学系４０、６０を変
化させて、つまり、出射光量調整手段を照明光学系４
０、６０に設けてモニタ７の画面上に明るさが適正な直
視内視鏡画像７ａと側視内視鏡画像７ｂとを表示させて
両画像の同時観察を行えるようにする代わりに、図１１
に示すように直視対物光学系５０に入射光量調整手段と
して所定のＦナンバー（Ｆｄ）の絞り５８を配置し、側
視対物光学系７０に入射光量調整手段として所定のＦナ
ンバー（Ｆｓ）の絞り７８を配置し、ＦｓとＦｄとの間
に、  Ｆｓ≧Ｆｄ  の関係を設定することによって、直
視対物光学系５０及び側視対物光学系７０を通して撮像
素子２４に入射する入射光量を適正化して、上述と同様
の作用及び効果を得ることができる。
【００４７】ところで、前記ライトガイド４２、６２を
アダプタ本体９１の所定位置に配置するとき、図１２に
示す治具１００を使用する。図１２は治具の構成を説明
する三面図であり、この図を参照して治具１００を説明
する。
【００４８】この治具１００は、前記先端部本体１１の
形状で前記止めネジ９９が螺合するネジ部を形成したス
コープダミー部１０１と、このスコープダミー部１０１
に螺合固定される接着剤が付着し難い材質で形成したア
ダプタ側ライトガイド基端面位置決め部材（以下、第１
位置決め部材と略記）１０２と、前記止めネジ９９によ
って前記第１位置決め部材１０２に配置されたアダプタ
本体９１にビス９３で一体に固定されるライトガイド先
端面位置決め部材（以下、第２位置決め部材）１０３
と、この第２位置決め部材に係入配置される円柱形状
で、外周面が前記側視ライトガイド６２の先端部の位置
決め面になる側視用ライトガイド先端部位置決め部材
（以下、第３位置決め部材）１０４とで構成されてい
る。
【００４９】なお、前記第１位置決め部材１０２の所定
位置には前記アダプタ側ライトガイド８０の基端面を当
接させて位置決めする第１当接面１０２ａが形成してあ
る。また、前記第２位置決め部材１０３には所定の長さ
寸法に設定された直視ライトガイド４２の先端部側周面
の二箇所を当接させて位置決めを行う位置決め角部１０
３ａを形成した切り欠き部１０３ｂ及び前記側視ライト
ガイド６２の所定長さ寸法に設定された先端面を当接さ
せる第２当接面１０３ｃが形成してある。
【００５０】したがって、所定長さ寸法で形成した直視
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ライトガイド４２及び側視ライトガイド６２が分割して
形成されているアダプタ側ライトガイド８０を、スコー
プダミー部１０１、第１位置決め部材１０２、第２位置
決め部材１０３、第３位置決め部材１０４を一体に構成
した治具１００に配置し、所定部位を位置合わせした
後、接着剤を塗布して接着することによって、前記直視
ライトガイド４２及び側視ライトガイド６２を形成した
アダプタ側ライトガイド８０がアダプタ本体９１の所定
位置に一体的に接着固定される。
【００５１】このように、治具を使用することによって
アダプタ側ライトガイドをアダプタ本体の所定位置に確
実に接着固定することができる。
【００５２】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００５３】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００５４】（１）撮像素子を内蔵した内視鏡と、この
内視鏡の先端部に着脱自在で直視照明光学系及び直視対
物光学系、側視照明光学系及び側視対物光学系を有する
内視鏡用光学アダプタと、この内視鏡用光学アダプタを
通して前記撮像素子で撮像され、画像処理された直視内
視鏡画像及び側視内視鏡画像を表示するモニタ７とを具
備する内視鏡装置において、前記内視鏡用光学アダプタ
に、前記モニタ７に表示される直視内視鏡画像と側視内
視鏡画像との表示明るさを適性に調整する明るさ調整手
段を設けた内視鏡装置。
【００５５】（２）前記明るさ調整手段は、前記直視照
明光学系及び側視照明光学系に設けた、それぞれの照明
レンズから出射される出射光量を適正化する出射光量調
整手段である付記項１記載の内視鏡装置。
【００５６】（３）前記出射光量調整手段は、照明光学
系を構成するライトガイドファイバであり、直視照明光
学系のライトガイドファイバ数（Ｎｄ）と、側視照明光
学系のライトガイドファイバ数（Ｎｓ）との間に、Ｎｄ
≧Ｎｓの関係を設定した付記２記載の内視鏡装置。
【００５７】（４）前記出射光量調整手段は、照明光学
系を構成する照明レンズであり、直視照明光学系を構成
する照明レンズの透過率（Ｔｄ）と、側視照明光学系を
構成する照明レンズの透過率（Ｔｓ）との間に、
Ｔｄ≧Ｔｓ
の関係を設定した付記２記載の内視鏡装置。
【００５８】（５）前記出射光量調整手段は、照明光学
系を構成する照明レンズであり、直視照明光学系を構成
する照明レンズの曲率（Ｒｄ）と、側視照明光学系を構
成する照明レンズの曲率半径（Ｒｓ）との間に、
Ｒｓ≧Ｒｄ
の関係を設定した付記２記載の内視鏡装置。
【００５９】（６）前記明るさ調整手段は、前記直視対
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物光学系及び側視対物光学系に設けた前記撮像素子に入
射する入射光量を適正化する入射光量調整手段である付
記１記載の内視鏡装置。
【００６０】（７）前記入射光量調整手段は対物光学系
を構成する絞りであり、直視対物光学系を構成する絞り
のＦナンバー（Ｆｄ）と、側視対物光学系を構成する絞
りのＦナンバー（Ｆｓ）との間に、
Ｆｓ≧Ｆｄ
の関係を設定した付記２記載の内視鏡装置。
【００６１】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡用光学アダプタを装着することによって、表示装置
の画面上に適正な明るさに調整された直視内視鏡画像と
側視内視鏡画像とを表示させて、両画像の観察を同時に
行える内視鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図１１は本発明の一実施形態に係
り、図１は内視鏡装置の構成を説明する外観図
【図２】内視鏡用光学アダプタ及び先端部本体の構成を
説明するものであり、特に直視対物光学系及び側視対物
光学系の構成を示す断面図
【図３】内視鏡用光学アダプタ及び先端部本体の構成を
説明するものであり、特に直照明光学系及び直視対物光
学系の構成を示す断面図
【図４】内視鏡用光学アダプタ及び先端部本体の構成を
説明するものであり、特に側視明光学系及び側視対物光

12
学系の構成を示す断面図
【図５】図４のＡ－Ａ線断面図
【図６】図４のＢ－Ｂ線断面図
【図７】図４のＣ－Ｃ線断面図
【図８】ライトガイドファイバ本数の割合を設定するに
当たっての直視用照明レンズから出射される照明光の照
明範囲と、側視用照明レンズから出射される照明光の照
明範囲を説明する図
【図９】表示装置の表示例を説明する図
【図１０】出射光量調整手段の他の構成を説明する図
【図１１】明るさ調整手段の別の構成を説明する図
【図１２】治具の構成を説明する三面図
【符号の説明】
９…内視鏡用光学アダプタ（先端光学アダプタ）
２４…ＣＣＤ
４０…直視照明光学系
４１…直視用照明レンズ
４２…直視ライトガイド
５０…直視対物光学系
５１…直視用対物レンズ
５６…リレーレンズ群
６０…側視照明光学系
６１…側視用照明レンズ
６２…側視ライトガイド
７０…側視対物光学系
７１…側視用対物レンズ

【図１】 【図５】
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【図７】
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